
令和3年度加東市在宅医療・介護連携推進事業報告       

これまで取り組んできている実施内容の更なる充実を図り、効果的かつ効率的に在宅医療・介

護連携推進事業を推進するために関係機関が連携し、評価・検証を継続的に実施することで在宅

医療と介護を一体的に提供できる体制の構築をめざしました。 

事業項目別事業実施内容 

ア、 地域の医療・介護の資源の把握  

地域の医療機関、介護事業所等の資源情報を整理し、地域の医療・介護関係者および地域住民

に対して情報提供を行う。（地域資源マップの改訂および配付） 

イ、 在宅医療・介護連携の課題の抽出と対応策の検討 

会議を通して、在宅医療・介護連携の現状の把握と課題の抽出、対応策等の検討を行った。 

【在宅医療・介護連携推進協議会】 

月日 内容 場所 参加者

6月29日（火）

・令和 2 年度加東市在宅医療・介護連携推進事業

報告について 

・令和 3 年度加東市在宅医療・介護連携推進事業

計画（案）について 

・在宅医療・介護現場における新型コロナウイル

ス感染症に関する意見交換

加東市役所 

201 会議室 
13 名 

【地域ケア・かかりつけ医連絡会】 

月日 内容 場所 参加者

8月31日（火）

第 1 回 

検討事項 

（１）令和3年度在宅医療・介護連携推進事業について

①医療・介護連携研修 

②在宅医療普及啓発について 

③医療と介護の連絡票について 

加東市役所 

健康教育室 2 
7 名 

12 月７日（火）

第 2回 

検討事項 

①多職種連携の会について 

②在宅医療・介護連携推進事業普及啓発について 

次年度に向けてポスター作製

加東市役所 

健康教育室 2 
9 名 

ウ、切れ目のない在宅医療と介護の提供体制の構築推進 

〇「北播磨圏域要介護者における入退院支援の手引き」（北播磨県民局、北播磨圏域医師会作成）

の活用促進 

 〇北播磨圏域要介護者における入退院支援に関するアンケート調査（R3.10 加東健康福祉事務所） 
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エ、医療・介護関係者の情報共有の支援 

○「医師との連絡票」（加東市在宅医療介護連携支援センター・兵庫県介護支援専門員協会加東支部

作成）の活用状況の把握  

 ○「口腔ケアチェックシート」（小野加東歯科医師会作成）の活用支援 

○「薬剤師との連絡票」（加東市薬剤師会・兵庫県介護支援専門員協会加東支部共同作成）

オ、在宅医療・介護連携に関する相談支援 

 平成 30 年より小野市・加東市医師会への業務委託により、「加東市在宅医療介護連携支援センター」

を設置し、地域の医療・介護関係者から在宅医療・介護連携に関する相談を行っている。 

カ、医療・介護関係者の研修 

【小野市・加東市在宅医療介護連携支援センター研修事業】 

小野市・加東市医師会への業務委託により、地域の医療・介護関係者の連携を強化するために、 

多職種での研修や医療・介護関係者に対する研修を行う。 

月日 内容 参加者 場所 

令和 3年 10

月 1 日（金）

13:30～

14:50 

ＷＥＢ研修 

・在宅（通院不能）高齢患者さ 

んの栄養状態について「簡易 

栄養状態評価調査票」 

小野市・加東市在宅医療介護

連携支援センター 

西山センター長 

・事例報告「独居の‘パーキンソ 

ン病とレビー小体型認知症’の患

者さんを在宅で支える」 

柏木医院 柏木院長 

・「卵巣癌 43 歳、看取りの一例」 

神医院 神院長 

医師、歯科医師、薬剤師、

訪問看護、介護支援専門

員、地域包括支援センタ

ー職員等 

22 名

小野市・加東市

医師会館 2階 

令和4年１月

27 日（木）

14:00～

15:30 

ＷＥＢ研修 

・在宅（通院不能）高齢患者さ 

んの「簡易栄養状態評価調査」 

結果報告  

小野市・加東市在宅医療介護

連携支援センター 

西山センター長 

・講演 「在宅・介護施設におけ 

る医療安全」  

小野市・加東市医師会 坂本

副会長 

・「在宅介護を支える 医療・ 

介護連携～利用者家族の願 

いを叶える在宅看取り～」 

訪問看護ステーション、薬剤 

師、介護サービス事業所、介 

護支援専門員、地域包括支援

センター 

医師、歯科医師、薬剤師、

保健師、訪問看護師、社

会福祉士、介護支援専門

員、介護士、計画作成責

任者等 

37 名

加東市役所  

201 会議室 



参加者アンケートより（抜粋）： 

感想 

○院内における事故の責任に関して、あらためて注意をしたい。防犯も含めて防犯カメラが必要でしょう

か。 

○医療や介護現場での事故はなるべく防ぎたいですが、その時に、いかに説明や記録が大切なのか改

めて考えることとなった。 

○定期巡回の内容はとても分かり易く参考になった。 

○医師からコロナウイルス感染者の新しい情報を教えてもらうことができて良かった。 

今後に向けて 

○今後の希望として、医師・歯科医師・栄養士からフレイル予防のための栄養摂取について聞きたい。 

○歯科医師会の方やリハビリ関係の方からもお話を伺えたらと思った。 

キ、地域住民への普及啓発 

在宅医療や介護に関する講演会の開催等により、地域住民の在宅医療・介護連携の理解を促進す 

る。 

令和３年度は新型コロナウイルス感染拡大防止の為、住民向けのセミナー開催を中止し、「人生会議」の

普及啓発を行った。 

月日 内容 

令和 3年 10 月 
いきいきチャンネル（加東ケーブルビジョン かとう情報 BOX） 

「もしものときの人生会議」というテーマで啓発を行った。 

令和 4年 3月 
病院・ケアマネ連絡会 

「人生会議」について啓発を行った。 

ク、在宅医療・介護連携に関する相談支援機関、関係市区町村の連携 

同一の二次医療圏域内にある市区町村や隣接する市区町村等が連携して、広域連携が必要な事項

について協議する事業内容であるため、北播磨県民局主催の地域包括ケア推進協議会に出席し、連

携を図っている。 


